んでゐ た。 

「何が を かしい の」 

何が を かしい ので もない。 そんな 時に、 黙って 微笑 

んでゐ る ことが 夢の 国 を、 より 美しく、 より 楽しい も 

のにす る捉 であ つ た。 微笑 ほど 安全な 答が ど ， J にあら 

う。 さう する 事に よって、 夢の 国 は 少しも 犯されず、 

知らずに ただ う ら 若い 少女 だけが、 永遠 に 占領す る こ 

とが 出来る のであった。 

「あなた は I 歳 だと 御 思 ひだえ？」 

御 立腹な さ つて 母 様 はさう おききになる。 

あたしお 正月が きたら これ だけよ、 と 言って 指 を 折 



つて 見せる の は、 わけ もない ことでした。 しかし それ 

は 少女の 夢の 国の 生活 を 美しく する に は あまりに つま 

ら ない 方法でした。 あまつ さへ 老い やすい 青春の 日 を 

数へ ると いふ こと は 夢の 国で はせ ぬ ことなの でした。 

「今年から もう 十六なん だよ」 

母 様の 方が よくし つ て いらした。 

お 須美は 黙って 微笑んで ゐた。 

夢の 国で は、 すべて を 秘密に する 事であった。 秘密、 

秘密、 秘密 ほど 美しい ものが 何処に あらう ぞ。 いつで 

あつたかお 須美 は、 学校の 庭の 鈴懸の 木の 根 もとに 穴 

を ほって、 そこへ S さんと A さんと 三人で、 思 ひ 思 ひ 



の 物 をお 互に 秘密に して 小箱へ 入れて 誰に も 知れぬ 様 

に 埋めて おいた。 小箱の 中には、 S さんが 何 を 入れて 

おいた か A さんが 何を秘 した かお 須美も 知らねば、 ま 

たお 須 美が 何 を 埋めた か、 A さん も S さん も 知らない。 

毎日 その 木の 根 もとへ 行って は、 三人で 微笑んで ゐ た。 

「何 を 笑って るの」 

先生が さう お たづね になった。 

夢の 国の 锭は、 先生 さへ も 犯されぬ、 三人 は、 ただ 

微笑んで ゐた。 答 をせ ぬ 生徒 を 先生 は ぶんぷん お怒り 

になって 往 つてお しま ひなす つた。 三人 は、 それ を 見 

てまた 笑って ゐた。 



秘密 を 見出す ことが 出来る のです。 

また、 雨の 日に 笠 を 被って 釣り をす る 人が 茸に 見え 

たり、 桜の 花が 蝶に 見え、 障子の 影が 鳥に 見え。 柳 を 

引けば 世が 悲しく、 子安貝 を 耳 に すれば 竜宮 の 唄 もき 

こえます る。 

それ を 何故と きく 人 は、 山門に 入る を 許さず。 ^ 度 

の 道 を 犯す と 言 ふ もの、 夢の 国に は 縁 も ゆかり もない 

人です。 

強 ひても 夢の 国の 少女 をお 知りに なりたいならば、 

くれぐれも 「何故」 と はきかないで、 林檎 は 木の実で 

すか？ とお たづね ください まし。 さう すれば、 ええ 
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